
病害虫注意報 2022年5月号
イチゴ編

※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

時期 対象病害虫 薬剤名 希釈倍数
使用
時期

回数
影響日数

ﾐﾂﾊﾞﾁ ﾏﾙﾊﾅ ﾐﾔｺ ﾁﾘ

5月
➀

炭疽病 アントラコール顆粒水和剤 500倍
仮植
栽培期

6回 1日 － 7日

うどんこ病
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 等
ハチハチフロアブル 1,000倍

1番花の開
花まで

1回 5日
5日
以上

40日
以上

5月
➁

炭疽病
灰色かび病 等

オーソサイド水和剤80
800倍

収穫開始
14日前

5回 1日 0日 0日

ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ
ﾊﾀﾞﾆ類 等

コテツフロアブル
2,000倍 前日 2回 10日 9日 14日

5月
③

炭疽病
じゃのめ病 ジマンダイセン水和剤 600倍

仮植栽培期
(但し収穫
76日前)

6回 3日 0日 14日

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ﾊﾀﾞﾆ類 ロディー乳剤

1,000～
2,000倍

前日 3回 －
14日
以上

60日
以上

84日

5月
④

炭疽病 ゲッター水和剤 1,000倍
収穫開始
21日前

3回 0日 1日 14日

うどんこ病
ﾊﾀﾞﾆ類 等 フーモン 1,000倍 前日 － 0日 0日

6月
①

炭疽病 等 アミスター20フロアブル 2,000倍
親株
育成期

3回 0日 1日 0日

ﾊﾀﾞﾆ類 等 トクチオン乳剤 1,000倍 75日前 3回 － 1日 30日以上

6月
②

炭疽病
じゃのめ病 ジマンダイセン水和剤 600倍

仮植栽培期
(但し収穫
76日前)

6回 3日 0日 14日

ﾊﾀﾞﾆ類 アグリメック
500～
1,000倍

親株
育成期

2回 14日 7日 7日

★ いずれの薬剤も、高温時・多湿時の散布は控えその日のうちにきちんと乾かしましょう！

苗床での病害虫発生を防ぐためにも 親株床から徹底防除に努めましょう！

卵(ハダニ類)効果あり

展着剤登録あります!

野菜類登録
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類・ﾊﾀﾞﾆ類
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類・うどんこ病
1,000倍/収穫前日
回数制限なし ﾊﾁ0日

※高温注意
※混用不可薬剤あり

気門封鎖剤を利用して
他剤の使用回数を抑えましょう！

※野菜類登録

※フーモンと混用不可(薬害)

予
・
治

予

予

予

対象病害虫によって希釈倍数が異なる場合があります。
ラベルの確認をしてから使用してください。

予

予
・
治

● 薬剤は、葉裏を中心に
たっぷり散布する。

● 発生予防のため、
定期的に薬剤を散布する。

● 気門封鎖剤を活用し、
感受性低下を防ぐ。

● 本圃で使う薬剤は極力使用しない。

ナミハダニ多発時


